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技
術
普
及
課

森
林
・
林
業
技
術
交
流
発
表
会
の
開
催

　

２
月
２
日
（
火
）
〜
３
日
（
水
）
の

２
日
間
、東
北
森
林
管
理
局
に
お
い
て
「
令

和
２
年
度
森
林
・
林
業
技
術
交
流
発
表
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
の
活
性
化
等
を
推
進
す
る
た
め
の
諸

課
題
に
対
す
る
様
々
な
取
組
に
つ
い
て
、

関
係
者
が
取
組
の
情
報
提
供
や
意
見
交
換

等
を
行
い
、
技
術
の
普
及
・
向
上
及
び
交

流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

例
年
は
近
隣
の
ホ
ー
ル
等
を
借
り
上
げ

て
多
く
の
方
に
発
表
を
ご
覧
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
を
踏
ま
え
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
会
議
ツ
ー
ル
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

〈
開
会
式
〉

　

開
会
に
当
た
っ
て
は
、
主
催
者
で
あ
る

東
北
森
林
管
理
局
の
柳
田
局
長
の
挨
拶
の

後
、
来
賓
を
代
表
し
て
、（
一
財
）
日
本

森
林
林
業
振
興
会　

秋
田
支
部
長　

木
村

様
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
審
査
員
を

代
表
し
て
青
森
県　

農
林
水
産
部
林
政
課

総
括
主
幹　

山
内
様
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

〈
発
表
会
〉

　

今
年
度
の
発
表
課
題
は
「
一
般
の
部
」

の
「
森
林
技
術
部
門
」
20
課
題
、
「
森
林

ふ
れ
あ
い
部
門
」
３
課
題
、
「
森
林
保
全

部
門
」
10
課
題
、「
中
学
・
高
等
学
校
の
部
」

１
課
題
、
合
計
34
課
題
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

　

各
部
門
の
主
な
受
賞
課
題
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

◦
森
林
技
術
部
門

　

最
優
秀
賞

　

米
代
西
部
森
林
管
理
署

　
　

齊
藤
さ
ん　

木
村
さ
ん

　
　

畠
山
さ
ん　

谷
地
さ
ん

「
ポ
ス
ト
天
ス
ギ
に
向
け
た
高
齢
級

林
分
の
成
長
過
程
の
一
考
察
」

と
か
ら
「
原
木
購
入
単
価
が
低
い
＝
立

木
が
肥
大
成
長
＝
林
内
の
立
木
密
度
が
低

い
」
と
の
関
係
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、

間
伐
に
よ
る
立
木
密
度
管
理
が
重
要
で
あ

る
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◦
森
林
ふ
れ
あ
い
部
門

　

最
優
秀
賞

　

大
館
市
産
業
部
林
政
課

　
　

千
葉
さ
ん　

安
保
さ
ん

「
林
業
成
長
産
業
化
の
取
組
に
つ
い
て
」

　

林
業
成
長
産
業
化
に
向
け
て
、
大
館
市

で
新
た
に
「
林
政
課
」
を
設
置
。
森
林

整
備
分
野
で
は
森
林
経
営
管
理
制
度
の
推

進
に
よ
り
経
営
管
理
権
集
積
計
画
（
33

件
）
を
公
告
し
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林

業
経
営
者
へ
の
再
委
託
等
に
よ
る
森
林
整

備
を
予
定
。
木
材
利
用
分
野
で
は
、
秋
田

ス
ギ
製
品
を
„
忠
犬
ハ
チ
公
＂
で
つ
な
が

り
の
あ
る
東
京
都
渋
谷
区
へ
供
給
し
た
ほ

か
、
地
元
企
業
と
海
外
企
業
の
提
携
に
よ

る
海
外
輸
出
の
事
例
等
を
紹
介
。
今
後
も

　

高
齢
級
の
秋
田
ス
ギ
は
、
天
然
秋
田
杉

の
代
替
材
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
需

要
の
あ
る
原
木
品
質
を
調
べ
る
た
め
高
齢

級
林
分
３
地
点
（
①
89
年
生
②
92
年
生
、

③
１
１
６
年
生
）
か
ら
生
産
し
た
原
木
を

購
入
し
た
方
へ
購
入
基
準
等
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
加
え
て
、
立
木

の
状
況
を
調
査
す
る
た
め
、
同
林
分
の
立

木
を
上
層
、
中
層
、
下
層
に
区
分
し
、
年

輪
の
解
析
を
行
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
原
木
購
入
の
判
断
基
準
は
「
目
詰
ま

り
」
と
「
色
合
い
」
が
主
で
あ
り
、
特

に
③
に
お
い
て
高
い
評
価
が
得
ら
れ
た
。

年
輪
解
析
か
ら
売
値
が
低
い
①
、
②
で
は

上
層
木
の
径
級
が
肥
大
成
長
し
て
い
た
こ

森林技術部門
最優秀賞　齊藤さん
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技
術
普
及
課

森
林
・
林
業
技
術
交
流
発
表
会
の
開
催

森
林
の
集
約
化
と
未
整
備
森
林
の
解
消
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、地
域
内
外
で
の「
秋

田
ス
ギ
」
の
利
活
用
を
進
め
る
こ
と
で
、

地
域
の
更
な
る
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性

化
と
山
元
へ
の
還
元
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。　

◦
森
林
保
全
部
門

　

最
優
秀
賞

　

秋
田
森
林
管
理
署

　
　

藤
田
さ
ん　

齊
藤
さ
ん

　
　

藤
原
さ
ん

「
民
国
連
携
に
よ
る
総
合
的
な
ナ
ラ

枯
れ
被
害
対
策
の
取
組
と
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
」

　

昨
年
度
よ
り
、
民
有
林
、
国
有
林
を
含

め
た
集
団
的
な
ナ
ラ
枯
れ
被
害
が
み
ら
れ

た
。
そ
の
た
め
令
和
元
年
10
月
に
「
仙
北

地
域
ナ
ラ
枯
れ
被
害
対
策
協
議
会
」
（
事

務
局
：
仙
北
地
域
振
興
局
）
（
構
成
団

体
：
10
団
体
）
を
設
置
し
、
①
被
害
状

況
等
の
共
有
、
②
民
有
林
、
国
有
林
被

害
地
の
図
示
化
、
③
更
新
伐
の
実
施
状
況

と
地
元
住
民
の
反
応
な
ど
、
様
々
な
角
度

か
ら
検
討
・
協
議
等
を
行
い
被
害
防
止
対

策
に
反
映
し
て
い
る
。
ま
た
、
立
木
の
薬

剤
注
入
作
業
の
体
験
等
現
場
作
業
へ
の
意

思
向
上
も
図
っ
て
い
る
。
被
害
対
策
を
着

実
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
全
体

で
総
合
的
な
防
除
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
関
係
者
と
の
連
携

を
密
に
し
た
被
害
対
策
に
努
め
て
い
く
等

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◦
中
学
・
高
等
学
校
の
部

　

優
秀
賞

　

山
形
県
立
村
山
産
業
高
等
学
校

　
　

髙
橋
さ
ん　

村
田
さ
ん

　
　

森
谷
さ
ん　

山
内
さ
ん

「
林
業
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
目
指
し
て
！

〜
地
元
企
業
と
の
共
動
〜
」

　

林
業
へ
の
新
規
就
業
者
の
定
着
と
若
年

　

ド
ロ
ー
ン
撮
影
画
像
か
ら
オ
ル
ソ
画
像

と
Ｄ
Ｅ
Ｍ
の
取
得
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
災
害
把
握
図

面
の
作
成
が
可
能
か
検
証
し
た
。
外
業

と
し
て
崩
壊
箇
所
で
オ
ル
ソ
画
像
作
成
用

の
写
真
を
取
得
。
内
業
と
し
て
提
供
さ
れ

た
オ
ル
ソ
画
像
と
Ｄ
Ｅ
Ｍ
か
ら
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
、

Jw
cad

を
用
い
て
災
害
箇
所
の
図
面
等

を
作
成
し
た
。
オ
ル
ソ
画
像
に
は
位
置
情

報
の
付
与
、
歪
み
が
補
正
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、現
地
測
量
よ
り
容
易
に
位
置
図
、

被
害
概
略
図
、
平
面
図
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
縦
断
図
、
横
断
図
の
作
成
に

当
た
っ
て
は
広
範
囲
を
短
時
間
で
測
量
で

き
る
点
、
任
意
の
方
向
で
測
量
で
き
る
等

の
利
点
が
見
ら
れ
た
が
、
枝
葉
等
の
障
害

物
に
よ
る
測
量
精
度
の
低
下
等
が
確
認
さ

れ
た
。
調
査
結
果
か
ら
ド
ロ
ー
ン
を
用
い

た
図
面
の
作
成
は
可
能
で
あ
り
災
害
把
握

を
行
う
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
で
き
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
た
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

化
を
図
る
た
め
、
３
Ｋ
（
き
つ
い
・
危
険
・

汚
い
）
脱
却
や
効
率
的
な
管
理
方
法
等
を

見
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
赤
外

線
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た
ド
ロ
ー
ン
を
用
い

て
鳥
獣
被
害
や
枯
損
木
の
実
態
調
査
等
を

通
し
て
安
全
性
、
作
業
効
率
上
昇
へ
の
可

能
性
を
探
っ
た
。
調
査
の
結
果
、
ス
ペ
ク

ト
ル
画
像
よ
り
お
お
よ
そ
樹
種
の
判
別
が

可
能
で
あ
る
が
、
枯
損
木
の
発
見
に
繋
げ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
一
方
、
赤
外

線
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た
ド
ロ
ー
ン
に
よ
り

昼
夜
問
わ
ず
に
鳥
獣
及
び
人
を
鮮
明
に
捉

え
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
今
後
も
、
継

続
的
に
研
究
を
行
い
、
林
業
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

に
繋
げ
て
い
く
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◦
日
本
森
林
技
術
協
会
理
事
長
賞

　

秋
田
森
林
管
理
署
湯
沢
支
署

　
　

村
井
さ
ん　

岩
㟢
さ
ん

「
林
道
被
災
箇
所
に
お
け
る
ド
ロ
ー

ン
測
量
の
活
用
に
つ
い
て
」

森林ふれあい部門
最優秀賞　千葉さん　安保さん

森林保全部門部
最優秀賞　藤田さん 齊藤さん 藤原さん

中学・高等学校の部
優秀賞　髙橋さん 村田さん 森谷さん

日本森林技術協会理事長賞
村井さん
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◦
日
本
森
林
林
業
振
興
会
会
長
賞

　

岩
手
北
部
森
林
管
理
署

　
　

吉
川
さ
ん

　

二
戸
市
浄
法
寺
総
合
支
所
漆
産
業
課

　
　

大
平
さ
ん

「
漆
産
業
振
興
に
係
る
二
戸
市
と
の

連
携
」

　

国
内
漆
生
産
量
の
７
割
を
誇
る
二
戸
市

で
は
、
漆
産
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
し
か
し
、
市
内
の
原
木
本
数
で
は
安

定
供
給
す
る
に
は
不
足
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
岩
手
北
部
森
林
管
理
署
で
は
造
林
候

補
地
の
紹
介
、
現
地
案
内
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
条
件
の
厳
し

い
国
有
林
を
活
用
し
た
ウ
ル
シ
原
木
の
確

保
を
進
め
る
に
は
、
林
地
条
件
の
定
量
化

や
造
林
地
と
し
て
ウ
ル
シ
林
の
科
学
的
根

拠
に
基
づ
く
レ
イ
ア
ウ
ト
を
検
証
す
る
必

要
が
あ
る
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◦
東
北
森
林
管
理
局
林
政
記
者
ク
ラ
ブ
賞

　

津
軽
森
林
管
理
署

　
　

大
隅
さ
ん　

遠
藤
さ
ん

「
青
森
県
に
お
け
る
ナ
ラ
枯
れ
被
害

の
民
国
連
携
の
取
組
」

　

青
森
県
の
ナ
ラ
枯
れ
は
、
平
成
28
年
か

ら
急
速
な
増
加
傾
向
に
あ
る
。
そ
こ
で
、

県
が
策
定
し
た
「
ナ
ラ
枯
れ
対
策
基
本
方

針
」
を
基
に
県
と
協
力
し
て
、
各
種
対
策

を
行
っ
た
。
特
に
監
視
対
策
で
は
、
県
か

ら
提
供
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
オ
ル
ソ
画
像
か

ら
被
害
本
数
を
効
率
的
に
推
計
し
、
駆
除

対
策
で
は
伐
倒
く
ん
蒸
等
の
処
理
を
行
う

と
と
も
に
、
県
が
お
と
り
丸
太
に
よ
る
カ

シ
ナ
ガ
の
誘
引
捕
殺
を
試
験
的
に
導
入
し

て
効
果
を
検
証
し
た
。
今
後
は
被
害
地
域

ご
と
に
適
し
た
手
法
に
よ
り
、
県
と
共
に

継
続
し
て
対
策
を
行
う
等
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

〈
特
別
講
演
〉

　

山
形
大
学
農
学
部

　
　

齊
藤
客
員
教
授

「
ナ
ラ
枯
れ
被
害
と
被
害
対
策
」
と

題
し
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
と
気
温
の
関

係
、
お
と
り
丸
太
に
よ
る
被
害
の
軽

減
効
果
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

秋
田
県
立
大
学
・
木
材
高
度
化
工
研
究
所

　
　

高
田
所
長

「
木
質
系
資
源
の
総
合
利
用
に
向
け

て
〜
既
存
産
業
の
強
靱
化
と
新
規

産
業
の
創
出
〜
」
と
題
し
、
林
業

の
成
長
産
業
化
に
よ
る
地
域
創
生
へ

の
課
題
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

〈
講
評
〉

　

審
査
委
員
長
の
秋
田
県
立
大
学 

蒔
田

教
授
か
ら
、
発
表
会
全
体
及
び
森
林
技
術

部
門
に
つ
い
て
、
発
表
の
レ
ベ
ル
自
体
が

上
が
っ
て
き
て
い
る
が
、
よ
り
よ
い
も
の

と
す
る
た
め
に
研
究
機
関
等
と
も
協
力
し

な
が
ら
計
画
等
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

審
査
副
委
員
長
の
山
形
大
学　

芦
谷
教

授
か
ら
は
、
森
林
保
全
部
門
に
つ
い
て
、

行
政
や
民
間
が
連
携
し
、
情
報
共
有
を
密

に
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

間
島
森
林
整
備
部
長
か
ら
は
、
森
林
ふ

れ
あ
い
部
門
に
つ
い
て
、
様
々
な
工
夫
に

よ
り
地
域
の
人
々
の
心
に
伝
え
る
取
組
を

引
き
続
き
お
願
い
し
た
い
。

　

中
学
・
高
等
学
校
の
部
に
つ
い
て
、
森

林
林
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
社
会
的
問
題

に
も
な
っ
て
い
る
病
虫
獣
害
に
も
目
を
向

け
て
積
極
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

た
。
と
そ
れ
ぞ
れ
講
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
発
表
要
旨
等
に
つ
い
て
は
、
東

北
森
林
管
理
局
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、発
表
課
題
（
一
部
を
除
く
）
は
、

後
日
掲
載
予
定
で
す
。

ア
ド
レ
ス

h
ttp

://w
w

w
.rin

ya.m
aff.go.jp

/
tohoku/sidou/happyoukai.htm

l

日本森林林業振興会会長賞　吉川さん 

東北森林管理局林政記者クラブ賞
大隅さん 遠藤さん

特別講演 齊藤客員教授特別講演 高田所長
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森林官による森林教室高性能林業機械の操作体験

ヒバの丸太切り体験

ヒバのコンテナ苗の植樹

　
青
森
森
林
管
理
署
は
、
青
森
県

の
中
央
部
か
ら
北
西
部
の
青
森
市

を
は
じ
め
と
し
た
一
市
三
町
一
村

の
約
六
万
八
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
国

有
林
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
外
ヶ
浜
町
は
、
総
面

積
の
約
八
十
九
％
を
森
林
が
占
め

て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
が
国
有
林

で
、
町
民
の
暮
ら
し
に
国
有
林
が

大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

外
ヶ
浜
町
内
の
小
中
学
校
に
お
い

て
、
二
つ
の
活
動
を
今
年
度
行
い

ま
し
た
。

●
小
学
生
の
植
樹
体
験

　
森
林
が
身
近
な
外
ヶ
浜
町
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
子
供
た
ち

が
林
業
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
、
蟹
田
小
学
校
の
六
年
生
十

九
人
を
対
象
と
し
た
植
樹
体
験
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
当
署
の
職
員
が
、
森

林
・
林
業
に
つ
い
て
の
説
明
と
植

樹
方
法
を
説
明
し
ま
し
た
。
植
樹

に
用
い
た
苗
木
は
、
青
森
県
の
郷

土
樹
種
で
あ
る
ヒ
バ
の
コ
ン
テ
ナ

苗
で
す
。
児
童
の
多
く
は
ヒ
バ
を

知
っ
て
い
て
、
”高
級
な
も
の“
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
苗
木
は
見
た
こ
と

が
な
い
児
童
が
ほ
と
ん
ど
で
、「
苗

木
は
も
っ
と
大
き
い
と
思
っ
て
い

た
」
と
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
苗
木
と
植
樹
道

具
を
二
人
一
組
で
運
び
、
植
樹
作

業
を
し
ま
し
た
。
地
面
が
固
い
と

こ
ろ
が
あ
り
、
植
え
穴
を
作
る
の

に
苦
労
し
な
が
ら
も
一
本
一
本
丁

寧
に
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
植
樹
の
後
に
は
、
ヒ
バ
の
丸
太

切
り
体
験
と
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
を

行
い
ま
し
た
。
直
径
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ヒ
バ
の
丸
太
を

ノ
コ
ギ
リ
で
切
っ
た
り
、
あ
ら
か

じ
め
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
厚
さ

に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
ヒ
バ
の
丸
太
を

紙
や
す
り
で
磨
い
た
り
し
ま
し

た
。
児
童
は
「
木
を
切
る
こ
と
が

難
し
か
っ
た
」
と
、
木
材
の
硬
さ

や
感
触
な
ど
を
実
感
し
ま
し
た
。

●
中
学
生
の
職
場
体
験

　
蟹
田
中
学
校
一
年
生
七
人
は
、

植
樹
体
験
に
加
え
立
木
伐
採
現
場

を
見
学
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
首
席
森
林
官
が
、
森

林
管
理
署
の
業
務
内
容
や
地
元
外
ヶ

浜
町
の
森
林
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
質
問
を
し
な
が
ら

熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
町
内
の
国
有
林
で
ヒ
バ
の
植
樹

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま

れ
、
動
い
て
い
る
と
暑
く
な
る
く
ら

い
で
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
丁
寧
に

苗
木
を
植
え
ま
し
た
。

　
次
に
、
立
木
伐
採
の
現
場
へ
移

動
し
ま
し
た
。
地
元
の
林
業
事
業

体
の
ご
協
力
の
下
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
に
よ
る
伐
倒
作
業
や
、
高
性

能
林
業
機
械
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
用

い
た
枝
払
い
や
玉
切
り
作
業
を
間

近
で
見
学
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

生
徒
た
ち
は
高
性
能
林
業
機
械
の

操
作
も
体
験
し
、「
操
作
は
複
雑
で

難
し
か
っ
た
」
と
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

　
令
和
三
年
度
は
、
同
町
に
あ
る

三
厩
小
学
校
の
子
供
た
ち
へ
も
林

業
体
験
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
青
森
森
林
管
理
署
で
は
、
今
後

も
子
供
た
ち
に
対
し
、
森
林
や
林

業
に
関
す
る
知
識
の
普
及
や
林
業

体
験
の
機
会
提
供
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

美しい森林づくり
は
じ
め
て
の
林
業
体
験

〜
子
供
た
ち
と
苗
木
の
出
会
い
〜

青
森
森
林
管
理
署
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１. はじめに
　カラマツは、寒冷地において成長が良いこと
から、東北地方において主要な造林樹種の一つ
となっています。また、ヤング率や密度といっ
た木材性質が優れており、集成材などに利用さ
れることが増えています。このような背景か
ら、今後、カラマツの伐採が進み、再造林用の
カラマツ苗木の需要は増加していくと考えられ
ます。
　しかしながら、カラマツの雌花着花量には、
年によって豊凶差があり、ほとんど着花しない
年もあります。さらに、スギやヒノキと異なり
有効な着花促進技術がまだ開発されていませ
ん。このことから、カラマツ種子を安定的に供
給することが難しく、近年、全国的にカラマツ
苗木が不足しています。そこで森林総合研究所
林木育種センター東北育種場（以下、「東北育
種場」）では、北海道立総合研究機構林業試験
場において開発されたグイマツ雑種F1（グイ
マツを母樹、カラマツを花粉親とした種間雑
種）のさし木増殖技術をベースにして、カラマ
ツのさし木増殖に取り組みました。

2. さし木増殖の取組
　まず、さし木に用い
る穂（以下、「さし
穂」）を採取する採穂
台 木 （ 以 下 、「 台
木」）の育成を行いま
した。2017年春に、
岩手県滝沢市にある東
北育種場において、カ
ラマツ精英樹4系統か
ら採取した種子を播種
しました。その後、マ
ルチキャビティコンテ
ナ（150cc、サイドス
リット付き）に移植し
て 育 成 し ま し た 。
2018年6月に育成した
台木からさし穂を採取
し、直ちにマルチキャ

ビティコンテナにさし付けました。さし付け後
は、主に湿度を保つために不織布で覆った温室
で育苗しました（写真1）。その後、2018年
11月に活着率の調査を行いました。2019年春
から野外にて苗木を育成しました（写真2）。

3. さし穂数と活着率
　採取できたさし穂数は肥料の施肥条件や系統
により異なりますが、1台木あたり9～15本、
平均で約12本のさし穂を採取することができ
ました。さし付け後5ヶ月の発根率は、肥料の
施肥条件や系統により異なりますが、58%～
85%であり平均で約70%でした。東北地方に
おいても、北海道で開発されたさし木技術によ
り、カラマツのさし木が可能であることが示唆
される結果となりました。

4. 今後の展開
　東北地方においてもカラマツのさし木による
増殖が可能であることがわかりました。北海道
では、グイマツ雑種F1のさし木苗を山に植栽
しています。しかしながら、東北地方では、ま
だ、カラマツのさし木苗を実際に山に植栽し、
その後の活着や成長を調査した事例がありませ
ん。東北育種場は、盛岡森林管理署および森林
技術・支援センターと共同で、2020年春に岩
手県雫石町内の国有林にカラマツさし木苗を植
栽しました。今後も共同で定期的に調査を行い
（写真3）、さし木苗の活着状況や成長をモニタ
リングしていく予定です。

（写真2）2019年6月時の苗の様子 （写真3）2020年10月調査時の苗の様子

（写真1）さし付け直後の苗の様子

カラマツのさし木増殖について
森林総合研究所林木育種センター東北育種場　育種研究室長 井城 泰一ー columnー

森のおはなし

6March 2021 



mini
column

　空を飛ぶコウモリや水中を泳ぐアザラシなどは
さておき、日本で最も運動神経の良い哺乳類は、本
誌先月号の表紙を飾ったテンではないでしょうか。
①は疾走するテンを写し止めた瞬間ですが、自身
の体一つ分以上の高さで宙に浮いています。両手
足をそろえて軽快に飛び跳ねるので二つずつ足跡
が付くのが特徴ですが②、歩く速度によっては三
つや四つのまとまりになることもあります。早春
の残雪期、森の中でテンの足跡を見つけたら少し
たどって観察してみましょう。

　足跡を追っていくうちによく見つかるのがテン
の糞です。縄張りや異性へのアピールのため大き
な岩の上など目立つ所で用を足しますが③、糞の
内容物は季節ごとに異なっていて、雑食性のテン
が四季を通じて様々な動植物を摂食していること
が分ります。10月下旬に撮影した③の糞は緑味が
かっていて、サルナシとアケビの種子が混じって
いました。テンはこのように木の実を食べて種子
散布に貢献するほか、肉食でもあるためネズミ類
やノウサギも捕食して草食獣の個体数調整にも一
役買っています。林床を駆け抜け高木によじ登っ
て林野巡視し、種をまきつつネズミを駆除する･･･
森林生態系保全センターの職員に任命したくなる
ような活躍ぶりです。
　5月上旬の岩手県の安比高原で、十数mのシラカ
バに登ったテンが樹液をペロペロ舐めている姿を
見つけました④⑤。圧倒的な運動能力と食性の幅
に舌を巻いたものです。いよいよ春山シーズン到
来、テンのように縦横無尽に動き回れる近未来に
思いを馳せる今日この頃です。

②典型的なテンの足跡

①疾走するテン

④シラカバに登り･･･( 矢印 ) ⑤樹液を夢中で舐めるテン

③岩の上の糞

森林生態系保全の立役者

藤里森林生態系保全センター　専門官　有本　実

― テン ―
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そ
れ
は
、本
当
に

偶
然
で
し
た
。

　
前
年
、私
は
母
と

同
居
し
て
い
た
姉
を

突
然
喪
い
故
郷
秋
田

に
戻
っ
て
い
ま
し

た
。思
い
が
け
な
い

展
開
に
惑
い
、母
の
た
め
に
も
趣
味
の
一
つ
で
あ
っ

た
登
山
も
控
え
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
始
め
て
い
ま

し
た
。そ
ん
な
時
広
報
で
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集
の

記
事
を
眼
に
し
た
の
で
す
。

　
国
有
林
の
役
割
や
現
状
を
学
び
、か
つ
現
地
で
専

門
家
の
説
明
を
伺
う
機
会
は
滅
多
に
無
い
と
興
奮
を

押
さ
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。ま
た
、新
た
な
山
や

森
と
の
関
わ
り
方
を
模
索
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
ら

れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

　
そ
の
期
待
通
り
、毎
月
送
付
さ
れ
る「
み
ど
り
の

東
北
」や「
林
野
」に
は
様
々
な
情
報
が
詰
ま
っ
て

い
ま
し
た
。な
か
で
も
私
の
心
を
捉
え
た
の
は
、東

北
の
美
し
く
豊
か
な
自
然
で
し
た
。幸
い
、私
の
周

り
に
は
自
然
を
愛
し
山
と
親
し
む
知
人
・
友
人
が
多

く
、秋
田
県
内
各
地
を
案
内
し
て
貰
い
ま
し
た
。

　
岳
岱
自
然
観
察
教
育
林（
秋
田
県
藤
里
町
）を
訪

れ
、白
神
山
地
の
四
百
年
ブ
ナ
を
初
め
て
眼
に
し
た

時
は
一
瞬
ア
ニ
メ「
も
の
の
け
姫
」の
１
シ
ー
ン
が

頭
に
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
敷
き
詰

め
た
遊
歩
道
は
膝
に
優
し
く
、グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
の
整
備
の
お
陰
か
と
感
謝
し
つ
つ
、ゆ
っ

た
り
と
森
林
浴
を
楽
し
め
ま
し
た
。ま
た
、森
吉
山

野
生
鳥
獣
セ
ン
タ
ー（
秋
田
県
北
秋
田
市
）で
は
、

建
物
内
部
の
梁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
集
成
材
な

の
で
は
と
眺
め
て
い
ま
し
た
。国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の

経
験
が
私
に
今
ま
で
と
異
な
る
視
点
と
気
付
き
を
与

え
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
結
婚
時
母
か
ら
譲
ら
れ
た
川
連
漆
器（
秋
田

県
湯
沢
市
）を
塗
り
直
し
を
経
て
三
十
年
以
上
愛
用

し
て
い
ま
す
。シ
ン
プ
ル
で
堅
牢
な
漆
器
は
、非
常

に
扱
い
易
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。ま
た
、今
年
一
大

決
心
を
し
て
秋
田
木
工（
秋
田
県
湯
沢
市
）の
ダ
イ

ニ
ン
グ
セ
ッ
ト
を
購
入
し
ま
し
た
。ブ
ナ
材
や
ナ
ラ

材
を
ド
イ
ツ
で
発
明
さ
れ
た「
曲
木
」と
い
う
技
術

を
用
い
て
製
作
さ
れ
た
家
具
で
す
。私
に
と
っ
て
は

高
価
な
買
い
物
で
し
た
の
で
、い
ず
れ
漆
器
類
と
共

に
託
し
た
い
と
願
う
娘
の
希
望
も
確
認
し
た
う
え
で

デ
ザ
イ
ン
を
選
び
ま
し
た
。漆
器
に
し
て
も
木
工
家

具
に
し
て
も
共
通
し
て
い
る
の
は
、軽
く
扱
い
や
す

い
。そ
し
て
何
よ
り
丁
寧
に
手
入
れ
す
れ
ば
何
十
年

も
使
い
続
け
ら
れ
ま
す
。こ
れ
が
私
自
身
の
さ
さ
や

か
な
ウ
ッ
ド
・
チ
ェ
ン
ジ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
三
八
上
北
森
林
管
理
署
に
お
け
る
現
地
見
学
会
で

は
、林
業
機
械
に
よ
る
一
貫
作
業
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

さ
・
効
率
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
か
つ
て
は

一
本
一
本
手
作
業
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
思
い
至

る
と
、今
私
達
が
眺
め
て
い
る
美
し
い
森
は
五
十
年

以
上
も
の
昔
先
人
が
残
し
て
く
れ
た
貴
重
な
遺
産
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
現
在
、放
置
さ
れ
た
民
有
林

の
急
増
や
、野
生
鳥
獣
に
よ
る
森
林
被
害
、気
候
変

動
に
よ
る
大
規
模
災
害
の
頻
発
等
課
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
。私
達
が
未
来
の
子
供
達
に
ど
ん
な
森
林
を

残
せ
る
か
が
、今
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
遠
野
支
署
で
は
、12
月
16
日
に
遠
野
市
附
馬
牛

地
区
セ
ン
タ
ー
で
、地
域
連
携
講
演
会「
森
林
鉄

道
と
地
域
振
興
」を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
会
で
は
、富
士
大
学
客
員
教
授
で
森

林
鉄
道
研
究
家
の
矢
部
三
雄
氏
を
講
師
に
招
い

て
、日
本
の
森
林
鉄
道
の
歴
史
、林
業
史
上
の
意

義
、森
林
鉄
道
跡
や
遺
物
を
活
用
し
た
地
域
振
興

の
取
組
な
ど
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、遠
野
支
署
か

ら
も
、遠
野
の
森
林
鉄
道「
附
馬
牛
軌
道
」に
関

す
る
遺
構
や
当
時
の
写
真
な
ど
を
紹
介
し
ま
し

た
。コ
ロ
ナ
禍
と
降
雪
の
中
、講
演
会
に
は
、約

40
人
の
方
が
来
場
し
て
熱
心
に
話
を
聞
い
て
い

ま
し
た
。遠
野
支
署
で
は
、地
域
内
で
の
森
林
鉄

道
の
歴
史
を
活
用
す
る
機
運
の
高
ま
り
を
受
け

て
、今
年
４
月
に
再
開
予
定
の「
遠
野
早
池
峰
ふ

る
さ
と
学
校
」内

で
の
展
示
用
に
、

森
林
鉄
道
に
関

す
る
資
料
や
遺

物
、さ
ら
に
、ア

イ
オ
ン
台
風
被

害
写
真
等
の
展

示
物
を
提
供
す

る
予
定
で
す
。

森
林
鉄
道
の
歴
史
と

　
　活
用
事
例
を
学
ぶ

岩
手
南
部
森
林
管
理
署
遠
野
支
署

盛況だった矢部三雄講師の
森林鉄道についての講演

「
新
た
な
森
林
と
の
関
わ
り
方
を
求
め
て
」

「
新
た
な
森
林
と
の
関
わ
り
方
を
求
め
て
」

秋
田
県
秋
田
市

　青
野

　宏
子

国有林モニターからの便り
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接
す
る
国
有
林
と
し
て
、
前
述
し
た
水
林
国

有
林
で
す
。
か
つ
て
子
吉
川
の
左
岸
は
本
荘

藩
の
領
地
で
あ
り
、
本
荘
城
の
裏
手
一
帯
に

広
が
る
山
林
（
現
水
林
国
有
林
）
は
、
風
や

砂
、
潮
を
防
い
だ
り
、
そ
の
名
の
ご
と
く
武

士
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
の
水
源
地
と

し
て
、
ま
た
、
当
時
の
燃
料
で
あ
る
薪
の
供

給
源
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
現
在
は
、

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
散
歩
等
で
利
用
さ

れ
て
い
た
り
、
そ
の
一
部
は
民
有
地
と
し
て

野
球
場
等
の
運
動
エ
リ
ア
や
看
護
学
校
等
の

福
祉
エ
リ
ア
等
へ
と
姿
を
変
え
て
新
た
な
利

用
も
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
市
街
地
の

国
有
林
の
特
徴
と
し
て
住
居
や
道
路
が
隣
接

し
て
い
る
箇
所
も
多
数
あ
り
、
こ
の
た
め
倒

木
等
の
被
害
防
止
に
は
、
短
い
ア
ン
テ
ナ
を

精
一
杯
高
く
し
て
、
日
頃
よ
り
特
段
の
心
が

け
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
二
つ
目
で
す
が
、
実
は
本
荘
担
当
区
の

19
・
20
・
28
林
班
は
欠
番
に
な
っ
て
お
り
、

林
班
の
連
番
が
途
切
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

　
私
が
勤
務
す
る
本
荘
森
林
事
務
所
は
、
秋

田
三
大
河
川
の
一
つ
子
吉
川
の
河
口
部
に
広

が
る
水
林
国
有
林
の
中
に
あ
る
由
利
森
林
管

理
署
の
一
階
に
あ
り
ま
す
。
周
囲
を
国
有
林

の
木
々
に
囲
ま
れ
、
四
季
折
々
の
風
景
や
小

鳥
の
さ
え
ず
り
、
そ
し
て
黒
松
林
を
通
っ
て

く
る
心
地
よ
い
海
風
や
冬
の
厳
し
い
季
節
風

等
、
自
然
を
常
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
恵

ま
れ
た
環
境
で
す
。

  

管
理
区
域
は
、
本
荘
と
象
潟
の
二
つ
の
担
当

区
で
、
由
利
本
荘
市
の
海
岸
線
か
ら
出
羽
丘

陵
、
そ
し
て
に
か
ほ
市
の
「
あ
が
り
こ
大

王
」、「
鳥
海
マ
リ
モ
」
で
有
名
な
中
島
台
を

含
ん
だ
名
峰
鳥
海
山
の
裾
野
ま
で
約
八
千
ha

の
管
理
面
積
で
す
。
主
な
特
徴
と
し
ま
し
て

は
、
広
範
囲
に
国
有
林
が
点
在
し
て
い
る
こ

と
で
す
。

　
そ
ん
な
中
、
歴
史
的
背
景
も
関
係
し
た
全

国
的
に
も
珍
し
い
と
思
わ
れ
る
国
有
林
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
由
利
本
荘
市
の
市
街
地
に
隣

こ
と
が
気
に
か
か
っ
て
調
べ
て
み
ま
す
と
、

そ
の
昔
、
現
由
利
本
荘
市
岩
城
亀
田
に
城
を

か
ま
え
た
亀
田
藩
の
領
地
が
、
子
吉
川
の
右

岸
か
ら
流
域
や
分
水
嶺
を
越
え
た
雄
物
川
の

左
岸
ま
で
（
現
秋
田
市
雄
和
新
波
地
区
）
に

及
ん
だ
た
め
、
そ
の
後
の
行
政
区
域
も
由
利

郡
大
正
寺
村
と
な
り
、
所
在
す
る
国
有
林
は

本
荘
小
林
区
署
（
現
由
利
森
林
管
理
署
）
で

管
理
さ
れ
、
昭
和
33
年
８
月
の
町
村
合
併
に

伴
い
、
河
辺
郡
雄
和
村
（
現
秋
田
市
雄
和
）

に
変
更
、
国
有
林
の
管
轄
も
和
田
営
林
署（
現

秋
田
森
林
管
理
署
）
に
な
っ
た
と
の
こ
と

で
、
こ
れ
が
林
班
の
欠
番
の
理
由
で
し
た
。

　
外
に
も
周
り
が
民
有
地
で
何
故
そ
の
場
所

の
み
国
有
林
に
な
っ
た
の
か
等
、
管
内
の
国

有
林
に
お
け
る
疑
問
は
尽
き
る
こ
と
が
な

く
、
郷
土
資
料
館
等
を
巡
り
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
歴
史
を
学
び
、
成
り
立
ち
を
頭
の
片

隅
に
置
き
な
が
ら
業
務
に
あ
た
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「管内の歴史を学びながら」
由利森林管理署  首席森林官　三浦  健

亀田城 大手門

子吉川右岸 新山より撮影：子吉川左岸市街地と
水林国有林（奥は日本海）

本荘城址　大手門
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芦野公園の機関車

屏風山防風保安林

片刈石支線木橋

the Noted Place of My Jurisdiction

我
が
署
の
名
所

津
軽
森
林
管
理
署
金
木
支
署
管
内

青
森
県
北
津
軽
郡
中
泊
町 

ほ
か

我
が
国
初
の
森
林
鉄
道「
津
軽
森
林
鉄
道
」

津
軽
森
林
管
理
署
金
木
支
署

〒
０
３
７-

０
２
０
２

青
森
県
五
所
川
原
市
金
木
町
芦
野
２
０
０
ー
４
９
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
７
３-

５
３-

３
１
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
７
３-

５
３-

３
１
９
７

　
津
軽
森
林
鉄
道
の
建
設
が

始
ま
っ
た
の
は
１
９
０
６
年

（
明
治
36
年
）
で
今
か
ら
１
０

０
年
以
上
前
で
す
。
青
森
市

沖
館
の
貯
木
場
を
起
点
に
、

現
在
の
外
ヶ
浜
町
蟹
田
地

区
、
中
泊
町
今
泉
地
区
を
経

由
し
、
五
所
川
原
市
喜
良
市

地
区
ま
で
の
67
㎞
の
区
間
を

わ
ず
か
３
年
の
期
間
で
開
通

し
て
い
ま
す
。
当
支
署
を
含

む
津
軽
半
島
に
は
、
日
本
三

大
美
林
の
一
つ
「
青
森
ヒ

バ
」
が
豊
富
に
あ
り
、
そ
の

輸
送
手
段
と
し
て
昭
和
42
年

ま
で
の
58
年
間
大
活
躍
し
ま

し
た
。
現
在
も
本
支
線
の
軌

道
跡
、
相
ノ
股
隧
道
、
ヒ
バ

製
及
び
鋼
製
橋
梁
等
の
遺
構

が
数
多
く
残
っ
て
お
り
、
林

内
で
静
か
に
佇
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
管
内
に
あ
る
芦
野

公
園
に
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関

車
、
運
材
車
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

屏
風
山
防
風
保
安
林

青
森
県
つ
が
る
市
ほ
か

　
屏
風
山
は
今
か
ら
３
０
０
年

以
上
前
に
津
軽
藩
が
造
林
し
た

「
保
安
林
」
の
こ
と
で
、
北
は

五
所
川
原
市
十
三
地
区
か
ら
南

は
つ
が
る
市
木
造
出
来
島
地
区

ま
で
の
約
18
㎞
で
幅
は
平
均
で

６
０
０
m
面
積
は
国
有
林
だ
け

で
も
１
，０
０
０
ha
に
お
よ
ん
で

お
り
、
日
本
海
か
ら
の
強
風
と

飛
砂
を
防
ぐ
た
め
に
丘
陵
地
帯

に
植
林
し
ま
し
た
。
そ
の
さ
ま

が
「
び
ょ
う
ぶ
」
を
め
ぐ
ら
し

た
よ
う
だ
と
し
て
屏
風
山
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
当
地
域
の
砂

丘
地
帯
は
ス
イ
カ
や
メ
ロ
ン
を

始
め
と
し
た
農
業
が
盛
ん
で
あ

り
、
現
在
も
農
家
を
含
め
津
軽

平
野
の
人
々
の
暮
ら
し
を
守
っ

て
い
ま
す
。

竜飛崎

竜泊ライン

観現崎

●芦野公園

屏風山防風保安林

中泊町
（小泊地区）

五所川原市
（市浦地区）

中泊町

つがる市

国道339号線

（中里地区）

十三湖

●津軽中里駅

●津軽森林管理署金木支署

●


